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D) 本事業による木造オフィスと連動した複数の木造建築による「ウッドシティー」を構想し，木

造による街並みの形成や CLT によるまちづくりの推進の検討

1. ウッドシティー構想について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業による木造オフィスと近接して 2

つの中層木造建築を連動させ，木造による

街づくりの具体的な取り組みを計画し，近

隣一帯の緑化や今後の中層木造建築の普

及モデルとなるような木造建築群を計画

する一連のプロジェクトを「ウッドシティ

ー」として構想した（図２６〜２９）。

ウッドシティー構想の第一弾として本

事業において耐火木造オフィスの詳細設

計を進めた。この建物では，基礎と CLT パ

ネルの簡易な接合金物の検討や工場製造

の CLT 高耐力壁面材の開発（令和２年度

CLT 活用建築物等実証事業）を施工性の面

で更に発展させるなど，木材利用を促進す

る建築施工のモデルケースとなる。

本敷地は愛知県名古屋市の中心部に位置

し，図２６の敷地図で示す通り，名古屋市

のターミナル駅の一つである金山駅から

徒歩２分の立地条件となっている。また，

JR 東海道本線の線路沿線に敷地が位置し

ていることから，本敷地に木造建築が建設

されると，毎日の通勤及び通学の電車内か

ら日常的に建物が見える視認性の高さが

特徴である。日常的に一般ユーザーの目に

付くことで，中層木造建築の普及モデルの

広告塔としての役割も期待できる。

図２６ ウッドシティー構想周辺敷地状況 

図２７ コンセプト図兼周辺敷地鳥瞰図 

図２９ 計画建物模型 

0 
(m) 

50 

50 

10

下
足
箱
（
ﾃﾅ
ﾝﾄ
B～
F）

ポ
ス
ト

1

9

B
C

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5
Y6

Y7

Y8

4X
3X

2X

1X

A

PS

PS

B
C

4X
3X

2X

1X

A

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5
Y6

Y7

Y8

B
C

4X
3X

2X

1X

A

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5
Y6

Y7

Y8

B
C

4X
3X

2X

1X

A

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5
Y6

Y7

Y8

倉
庫

階
段
室

ホ
ー
ル

Ｗ
Ｃ
Ｆ

図
面
平
階
４

図
面
平
階
３

図
面
平
階
２

図
面
平
階
１

テ
ナ
ン
ト
Ａ

Ｄ
ト
ン
ナ
テ

Ｂ
ト
ン
ナ
テ

バ
ル
コ
ニ
ー

+0
.2
8 0

Ｌ
天

4.
00
2

- 0
.2
61

桝

Ｍ

隣
地
境
界
線
5.
77
0ｍ

道路境界線 4. 617ｍ

道路境界線 1. 964ｍ

道路境界線
4. 580ｍ

道路境界線1.990ｍ

道路境界線
 8.504ｍ

PS

PS

2345678

11

EP
S

EP
S

EP
S

SP

SP

SP

SP

SP

（
加
熱
機
器
：
IH
）

ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

上
部
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

PS

Ｗ
Ｃ
１

手
洗
い
カ
ウ
ン
タ
ーPS

Ｗ
Ｃ
２

8,270

1,210
1,000

1,650
765315

1,665
1,665

2,0
45

1,8
20

1,1
30

4,9
95

8,270

1,210
1,000

1,650
765315

1,665
1,665

8,270

1,210
1,000

1,650
765315

1,665
1,665

8,270

1,210
1,000

1,650
765315

1,665
1,665

2,0
45

1,8
20

1,1
30

2,0
45

1,8
20

1,1
30

2,0
45

1,8
20

1,1
30

4,9
95

4,9
95

4,9
95

手
洗
い

前
室

テ
ナ
ン
ト
Ｅ

テ
ナ
ン
ト
Ｃ

テ
ナ
ン
ト
Ｆ

EP
S

前
室

EP
S

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

天
井
内
こ
ろ
が
し
配
管

L4 F

L2 B

5.5

E-3T
E-3L

2階
平
面
図
参
照

中
部
電
力
柱

55
ヒ
 63
1

T2
-C

L2
-C

T2
-B

L2
-B

T4
-F

L4
-F

Z3
5-4
00
A W
P

天
井
内
こ
ろ
が
し
配
管

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

L1 A
天
井
内
こ
ろ
が
し
配
管

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

L1
-AT1
-A

WH 0
G管

WH 0
G管

22WH
-0

L1 A
こ
ろ
が
し

L2 C

L4 F
こ
ろ
が
し

L3 D
こ
ろ
が
し

L3 E
こ
ろ
が
し

L3 D
L3 E

L4 F

L2 B
こ
ろ
が
し

L2 C
こ
ろ
が
し

L2 B
L2 C

L3 D
L3 E

L4 F
こ
ろ
が
し

L3 D
L3 E

L4 F

Z3
5-4
00
A W
P

Z3
5-4
00
A W
P

天
井
内
こ
ろ
が
し
配
管

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

Z3
5-4
00
A W
P

D-3T
D-3L

L型
ア
ン
グ
ル

L1
-1

T1
-1

L1 1
FE
P

情
報
ﾃﾚ
ﾋﾞ
(FE
P)

入
線
ボ
ッ
ク
ス

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

電
話
:(P
F2
8)空
配
管

天
井
内
こ
ろ
が
し
配
管

入
線
ボ
ッ
ク
ス

入
線
ボ
ッ
ク
ス

L2 B
L2 C

L3 D
L3 E

L4 F
L1 A

FE
P

図２８ 周辺敷地模型 

-132-



オンライン室

半個室

オフィス

オフィス

道路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

会議室

カウンター

ドリンク
コーナー

道路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

会議室

カウンター

ドリンク
コーナー

オンライン室

ドリンク
コーナー

オフィス

-133-



▼
▼

▼

シャワールーム

脱衣所

洗面所

団欒室

-134-



-135-



-136-



-137-



-138-



-139-



 

 

2 ( 1)
CLT CLT 

3

 
 

BOX  
CLT  
CLT  

 

-140-



 

DAISHO    
DAISHO    

   
 

  
 

 

CLT
BIM

 
 

 
2021 12 1  
2022   1 2 CLT  

2 3  
 

 
2021  9  

10  
11  
 

2021  11  
12  

2022   1 CLT  
2 CLT  

3 5  
 

 
 

CLT  
FRP  

 

-141-



N  
 

 
BOX  
CLT BOX  

CLT
 

CLT
 

 
 CLT  

CLT
CLT

 
 

 
CLT  

 

 
60

 

 
 

CLT
CLT  

CLT
 

 

-142-



 

 

 

  

-143-



-144-



1.

2. CLT

3.

3.1

3.2

4. CO2

5.

6. CO2  

7.

3

4

  5

5

7

12

14

15

17

17

-145-



1. 

2021 10
1)

CO2

CO2

CO2 CO2

2)

CO2

CLT CLT RC

CO2

1. CO2

2. CLT

3. CO2

1. CO2 LCA

CO2

2. 2021 10

3. 

CO2 2050

CO2

3-146-



2. CLT

CLT 2

8.15m 308m2 11.0m 13.7m

2.1

CLT 1

CLT Mx60-5-5 150mm

126m3

CLT

2.3m 2.6m

RC 57.4m3 10t

2.1  CLT

(a)

(b)

4-147-



3.  

3.1  

2 CLT

3)

3.1 3.2 XY

2

BCP295 SN400B Fc21

SD295A

2 125mm

150mm RC 1 160mm 150mm

10mm 2.7m

SN400A

3.1 4900N/m2 3800N/m2 1

4300N/m2 2100N/m2

1000N/m2 85

3.2 500N/m2

Z=1.0 Rt=1.0 C0=0.3

(1) (2) 

300 400

t=150 4200 t125 3000

200 200

200 200

4900 N/m2 3800 N/m2

(3) 1 (4) 

400 800

t=150+10 3840 461

4300 N/m2 277

200

2100 N/m2

3.1

3.2

5-148-



3.1  

3.2  

6-149-



3.2  

Super Build SS3 ver.1.29

3.3 -350 350 16 BCP295

X H-700 300 13 24 SN400B Y H-400 200 8 13 SN400B

H-350 175 7 11 SN400A RC X

B D = 600 1200mm Y B D = 300 600mm B D = 300 600mm

3.4 2 1153.6kN 1 1075.6kN

2 7.65kN/m2 1 7.14kN/m2 6 10kN/m2

3.5 1-

2 1 C0 0.3

3.6 3.7 3.8

7-150-



3.3

8-151-



3.4

3.5

3.6

9-152-



3.7

(b)

(a)

10-153-



3.8

11-154-



4. CO2

CO2 2

CLT RC CO2

CO2 CO2 4.1

Cem = W ∙ oEm · D 4.1

Cem kg-CO2 W m3
oEm CO2 kg-CO2/

kg D kg/m3

CO2 CO2

CO2 uCem 4.2

uCem = Cem / A / 1000 4.2

uCem CO2 t-CO2/m2 A m2

CO2 4.1 RC

CLT RC

CLT RC

RC 23:1

RC

RC CLT

57.4m3 10t CO2 4.1(b)

CO2 RC

CLT RC

RC S CO2

CO2 LCA 4)

CO2 4.1(a) CLT

1/4 RC 1/5

4.1(c) 1/2.1 RC 1/2.3

12-155-



4.1 CO2

(a)

(b)

(c)

4.2 CO2

CLT 308 126 0 0 0 20097 0 0 0 20097 20.1 0.0653

RC 308 0 120.8 5.3 0 0 56934 38781 0 95715 95.7 0.311

S 308 0 44.3 1.9 5.3 0 20876 14220 47147 82242 82.2 0.267

(m2)
(m3)

CO2

(kg-CO2)
(kg-CO2) (t-CO2)

(t-CO2/m2)

CLT 308 0 57.4 1.27 0 0 27064 9410 0 36474 36.5 0.118

RC 308 0 57.4 1.27 0 0 27064 9410 0 36474 36.5 0.118

S 308 0 57.4 1.27 0 0 27064 9410 0 36474 36.5 0.118

(m2)
(m3)

CO2

(kg-CO2)
(kg-CO2) (t-CO2)

(t-CO2/m2)

CLT 308 126 57.4 1.27 0 20097 27064 9410 0 56571 56.6 0.184

RC 308 0 178.2 6.52 0 0 83998 48191 0 132189 132.2 0.429

S 308 0 101.7 3.20 5.29 0 47940 23630 47147 118716 118.7 0.385

(t-CO2/m2)(m2)
(m3)

CO2

(kg-CO2)
(kg-CO2) (t-CO2)

CO2  (kg-CO2/kg) 0.319 0.205 0.941 1.136

 (t/m3) 0.5 2.3 7.85 7.85

CO2 LCA

13-156-



5. 

2021 10
1)

CLT

CO2 5.1

Cs = W ∙ D ∙ Cf · 44/12 5.1

Cs t-CO2 W

m3 D t/m3 Cf

W

CLT D

d 0.38t/

m3 D

0.87

CLT

Cf 0.50

4.1 76.4t-CO2 1ha 36~40

302t-CO2 0.25ha 50m 50m

W
(m3)

d
(t/m3)

D
(t/m3)

C f
(t-CO2)

C s
(t-CO2)

126 0.38 0.331 0.5 76.5

5.1

14-157-



6. CO2

LCCO2

CO2

2020 10 2050

CO2

2021 100%

CO2 2050 20% CO2 2050

50% 2050 2050

CO2 0

CO2 100kg-CO2/m2/

2005

50kg-CO2/m2/ 2022

6.1

CO2 2050 2

CO2

CO2

4

CO2

CO2

CO2 V t-CO2/t 6.1

V = Va Vb Vc 6.1  

 

Va CO2 Vb CO2 Vc

CO2

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

CO
2

kg-CO
2
/m2

6.1 CO2

15-158-



CO2 CO2

Va kg-CO2/kg/ 6.2

Va 0.5 44/12– 0.5 44/12 N/50 

 1.833 1-N/50 6.2

1kg 50%

50

CO2 LCCO2 6.2 a

CO2 100kg-CO2/m2/ b 50kg-CO2/m2/

CLT 2100

CLT 2100

CLT CO2

Va a

CLT 1503kg-CO2/m2 1828kg-CO2/m2 82

b 775kg-CO2/m2 1099kg-CO2/m2

70%

50

2070

2070 2071 CO2

CLT

CO2

CO2

a

2100 CO2 CLT 1607kg-CO2/m2 2189kg-CO2/m2

73% b CLT 879kg-

6.2 CO2

a 100kg-CO2/m2/ b 50kg-CO2/m2/

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100

CO2 kg-CO2/m
2

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100

CO2 kg-CO2/m
2

16-159-



CO2/m2 1470kg-CO2/m2 60% CO2

7. 

CO2 RC

CO2

CO2 CLT RC S

CLT RC 2.3 S 2.1

RC S

CLT 76.5t-CO2

CO2 CO2

2050

CO2 50

CO2

1) 2021.10 3

85 https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/attach/pdf/mieruka-1.pdf 2022 1 10

2) 

No.74 Vol.644 pp.1887-1894 2009.10

3) JSCA S 2 2018.3

4) LCA 1995 Ver.3.1 2006.3

17-160-



-161-



実証事業名：月形町産湾曲集成材フレームと CLT を GIR 工法で接合した木材展示場 
建築主等／協議会運営者：株式会社 JML／株式会社アルファフォーラム 
１．実証した建築物の概要

用途 木材展示場 

建設地 北海道樺戸郡月形町 

構造・工法 湾曲集成材フレーム＋CLTを GIR接合工法 

階数 2 

高さ（ｍ） 6.84 軒高（ｍ） 6.84 

敷地面積（㎡） 850.5 建築面積（㎡） 95.16 

階別面積 

１階 63.44 

延べ面積（㎡） 142.74 ２階 79.3 

３階 - 

CLT 採用部位 床 

CLT 使用量（m3） 加工前製品量 35.7 m3、加工後建築物使用量 11.7 m3 

CLT を除く木材使用量（m3） 60 m3 

CLT の仕様 

（部位） （寸法 / ラミナ構成 / 強度区分 / 樹種） 

壁 - 

床 150mm厚/5層 5プライ/Mx60A/相当/スギ 

屋根 - 

設計期間 2021年 4月～9月（6カ月） 

施工期間 
2021年 6月～2022年 11月（17ヵ月） 

※冬季積雪中 6か月休工あり

CLT 躯体施工期間 2022年 7月～9月（2ヵ月） 

竣工（予定）年月日 2022年 11月 

２．実証事業の目的と設定した課題

古くより構造用大断面集成材を用いた合理的な建築手法に、湾曲集成材フレームを利用し、3

点支持による門型フレーム工法がある。この場合 1 方向においてはラーメンフレーム並みの高

強度が期待できる。さらに母屋材・桁材でフレームを接合することにより、建築のスパンを合理

的に伸ばして行くことが容易である。体育館などの大空間建築の場合で小屋組み等は不要のた

め施工の速さも期待できる。さてこの湾曲集成材フレームを用いた門型フレームに対し CLT を

床盤に見立て、大きな一枚板をあらかじめ製作し、その床盤に対し門型湾曲集成材フレームを取

り付けることにより単純なフレーム構成にて合理的でスピーディ。かつ強固な建築物が期待で

きると考えた。

そこで CLT の一枚板を幅ハギにより作成する際に GIR 工法が合理的であり、また、幅ハギ

CLT に対し、湾曲集成材フレームを接合させることも GIR 工法を用いて行い接合部の取り合い
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をシンプルな構造を目指した。また、この建物の両妻側 2 面において、木製カーテンウオールを

施工することにより、採光と気密断熱を兼ね備えた木造らしい開口部を提案できると考えた。

３．協議会構成員

（設 計 ）株式会社アルファフォーラム （協議会運営者）小林 靖尚

（構造設計）株式会社アルファフォーラム 宝田 弘二

（施 工） 有限会社石橋板金工業 南 敏夫

（原木供給者）株式会社からまつのサトウ

（材 料） 株式会社キプロ 山内 保範

（金 物） 株式会社クニタ 竹下 茂夫

４．課題解決の方法と実施工程

① 湾曲集成材フレームの中に CLT 床をどうのように取り込んで組み立てるか

② 湾曲集成材フレームと CLT の GIR 工法での接合精度の確立

＜協議会の開催＞

2021 年 7 月 第一回協議会開催 設計の問題点洗い出し

2021 年 8 月 湾曲集成材製造のためのラミナ調達会議

2021 年 9 月 基礎工事着工打ち合わせ

2021 年 10 月 湾曲集成材製造のためフィンガージョイント材の打ち合わせ 
2021 年 12 月 突然の豪雪で基礎工事以降の調整 
2022 年 5 月 湾曲集成材の製造打ち合わせ

2022 年 7 月 建て方協議

2022 年 8 月 工程協議

2022 年 10 月 事業取りまとめ 

＜設 計＞

2021 年 6 月 基本設計

2021 年 7 月から 9 月実施設計 

＜施 工＞

2021 年 8 月 基礎工事契約

2021 年 9 月から 12 月基礎工事 
2022 年 5 月から 11 月木工事 

５．得られた実証データ等の詳細

①CLT の樹種の検討

北海道で建築される CLT 構造体であるため、道産材の CLT の採用を検討した。樹種は、
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カラマツ、トドマツである。CLT のサイズは、厚 150mm×幅 3000mm×長 120000mm の

国内最大寸法のマザーボードを幅ハギして、床盤に用いる計画のため、国内 CLT メーカー

は、岡山県銘建工業（株）と愛媛県（株）サイプレス・スナダヤに２社に限られ、北海道よ

りラミナを輸送して CLT を北海道に輸送するということで、コスト面を考慮して、岡山県

銘建工業（株）スギ CLT に決定した。 
②CLT の水平床面を構成する幅ハギ技術について 
CLT を GIR 工法（鋼棒挿入型接着固定）にて幅ハギすることは。SMB 建材等 GIR 研究

会メンバーが、評定を取得しており工法的に確立されている。CLT 同士を水平面で帯金物

とスプライン工法などがあるが、GIR もっともシンプルな幅ハギ方法でコストの面でも有

利と判断し採用した。CLT の大きさが、加工後でも幅 2400mm×長 120000mm の大きさ

があり 3 枚幅ハギをして一枚の CLT として段差なく接合できるかが組立のポイントとな

り協議会を経て実行された。結果は非常にスムーズかつ迅速に作業が進んだ。GIR 工法の

鋼棒挿入のクリアランスが精度向上に寄与したものである。 
③CLT と湾曲集成材フレームの GIR 接合について 
当初湾曲集成材フレームに L 金物を設置し CLT 床盤厚 150mm×幅 6500mm×

120000mm を受けることも検討したが L 字金物の強度が相当数大きくなり 金物の厚みも

大きさも建物を仕上げる点で疎外要素となることが分かった。梁受けも検討したが 受け

梁を流すことにより上記同様その後の建物仕上げに大きく影響があり、最もシンプルで剛

性を取得できる GIR 工法にて接合することに決着した。こちらも、3 ヒンジの門型フレー

ムと巨大な CLT 床盤を全長 12380mm、片側 11 カ所。左右合計 22 カ所でうまく接合でき

るか、CAD 図を何度も書き直し検討を重ね施工をした。湾曲集成材フレームは基礎からの

立ち上がり 2000mm までは垂直でその上から頂部に向かって湾曲している。FL より

2400mm が CLT 床盤の下面で設計しており、CLT と湾曲集成材フレームの交点が湾曲部

分で接合することとなり、より高精度のプレカットが要求された。 
④フレームの組み立てについて 
当初、湾曲集成材フレームを組み立ててから、内部に CLT 床盤を吊り込む計画を立てた。 

しかし、実際には CLT の後入れは不可能なことが、協議会での検討で明らかになった。 
よって、まずは所定の位置に足場を組んでその上で CLT の GIR による幅ハギを行った。 
決められた位置にセットされた CLT 床盤に対し外側よりクレーンで湾曲集成材を吊り上げ 
各端部を製作金物にてドリフトピン接合をした。最後に外壁側より GIR 鋼棒を CLT 床盤

に挿入してエポキシ樹脂注入でラーメン構造とした。 
 
６．本実証により得られた成果 

今から 72 年前に、アメリカより移入された湾曲集成材技術と、29 年前より実績のある 

GIR（鋼棒挿入型接着固定）工法を用いて、近年 JAS 認定された最も新しいエンジニアー

ドウッドである CLT を主要構造体として組み上げ、幅 6500mm×高 6500mm×長

12380mm の 2 階建て躯体を実証できた。特に 2 階部分は無柱の大空間の建築となった。シ
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ンプルな木構造故、汎用性が高く、また構造体の部品数が少ないことから、今後、応用の効

く組み合わせが可能であることを実証できた。 
 

７．建築物の平面図・立面図・写真等 
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３．協議会構成員 

（設計） 清水建設株式会社一級建築士事務所：笹崎 慎, 水落 秀木, 髙村 和久 

（構造設計）清水建設株式会社一級建築士事務所：木内 佑輔

（施工） 清水建設株式会社：深谷 武志, 原 健太郎 

（材料） 藤寿産業株式会社：清水 國人

４．課題解決の方法と実施工程

清水建設株式会社一級建築士事務所が取りまとめた設計仕様の具現化・改善に向けて、設

計段間でまとめた、3DCAD・BIM 等を活用する。CLT を型枠兼仕上として活用するため、

建方時の留意点・打設計画については清水建設東京木工場・藤寿産業と協業しながら、課題

解決の精度を高める。

＜協議会の開催＞

令和 3 年 9 月：第 1 回開催、着工時 確認会議 

10 月：第 2 回開催、製作要領等確認 

12 月：第 3 回開催、木工事着手前確認（工場検査） 

令和 4 年  1 月：第 4 回開催、建方確認 

２月：第５回開催、建方確認 実証事業の取りまとめ検討

＜施工＞

令和 3 年 9 月：工事契約 

9～11 月：着工、基礎工事 

令和 4 年   1~4 月：木工事 

2~5 月：外装工事 

5~8 月：内装・設備工事 

５．得られた実証データ等の詳細

設定した課題において次の結果が得られた。

・型枠兼用の天井仕上として CLT パネルを使用する際の仮設対応

・CLT パネルと RC スラブとの一体化による歩行振動及び重量床衝撃音の軽減効果

６．本実証により得られた成果

本計画では、耐火集成材と CLT 床版を組み合わせて木質空間を形成した。 

特に事務所での歩行振動抑制・重量床衝撃音の軽減・室内環境の軽減について実証した。

木材使用による ESG 投資や SDGs への貢献が特に期待される中規模都市型木造オフィ

ス・商業店舗 にも適用可能であり、汎用性・普及性があると考える。
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1．構造計画 
本建物はCLTパネル工法による木造 3階建共同住宅（木三共）である。 
床、壁、屋根の全てをCLTで構成したフルCLT構造としており、構造計算はルート 1とし
て構造設計を行った。 
CLT材は壁が 90mm（化粧表し部は 150mm）、床スラブは 210mm（構造 150＋燃えしろ
60mm）のスギ材を使用している。使用しているスギ材は全て国産で、産地は高知、熊本、
岡山である。 

表 1 主な仕様材料一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部 位 構成材料 仕 様 
壁 CLT S60 相当、3層 3プライ、厚さ 90mm、スギ 
壁 CLT S60 相当、5層 5プライ、厚さ 150mm（燃えしろ 60mm）スギ 
床 CLT S60 相当、7層 7プライ、厚さ 210mm（燃えしろ 60mm）スギ 
屋根 CLT S60 相当、7層 7プライ、厚さ 210mm（燃えしろ 60mm）スギ 
梁 集成材 E65-F225、スギ 
柱 集成材 機械等級 E70、スギ 
土台 集成材 機械等級 E90、ヒノキ 
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2．実証事業内容 
 
2.1 CLTパネル工法の設計及び施工におけるBIMの採用 
設計におけるBIM活用  
企画設計段階から BIM モデルによるスタディーを行い、基本及び実施設計を通して BIM
モデルから全ての設計図面及びパースを作成した。BIM モデルは構造設計者から提示され
た CLT パネル割付に基づいて全て 3D モデルで作成し、建築的な納まりや設備配管との整
合等を検証した。 
 本物件はフル CLT 構造としたため、壁量とそのバランスを確保するために多くの時間を
費やした。また共同住宅に求められる間取りと壁の配置には細心の配慮が求められた。それ
らの問題を解決するために、BIMの 3Dモデルに CLT 壁を配置しながら空間検証を行い、
構造設計に反映させるという作業を繰り返し行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図）住戸の平面カットモデル：X 方向と Y 方向における壁量とバランスを確保するため
にユニットバスなどの水回りをバルコニー側に配置 
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図）断面カットモデル：床下の排水経路や天井裏の換気ダクトルートを確保できているか
の検証をBIMモデルで確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図）外観レンダリングパース：3Dモデルに実際使用する仕上げ材を貼り付けながら、 
外装においてCLT現しにする部位を決定 
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図）内観レンダリングパース：CLT現し部の見え方について照明効果をシミレーション 
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図）上段：平面詳細図、下段：断面詳細図 
 
平面・立面・断面図などの一般図から、平面詳細図・断面詳細図・建具表などの詳細図ま
で含めた図面の全てをBIMモデルから生成して作成。 
それにより 3D モデルに加えられた CLT 配置の変更がリアルタイムに図面に反映され、
納まりの検証等をスピーディーに行った。 
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施工におけるBIM活用 
CLT 製作を担当する銘建工業より入手したCLT製作図及び番付表の情報を、全てBIMモ
デルに取り込み、3DモデルにCLTの製作番号を全て割当てた。金物まで再現した 3Dモデ
ル内のCLTパネルに製作番号を割り当て、デジタル上にバーチャルなCLT建物モデルを作
成した。そしてそのモデルを利用して施工者が建て方の順番や、ラフタークレーンを配置す
るなどの施工計画を立てる際に活用出来るようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図）施工用にリメイクしたBIMモデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図）設計時に作成したCLTの BIMモデルに、CLT製作図の内容や現場の揚重計画を反映
させ施工BIMとして活用 
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3D モデルに割り当てた番付と符号した QR コードを発行し、実物のＣＬＴパネルに貼り
付けた。スマートフォンやタブレットのカメラでそのQRコードを読み取ると、デバイス内
のBIMアプリが立ち上がり、そのCLTパネルが建物のどこにあるのかを 3Dモデル上でハ
イライト表示する仕組みである。 
 
 
 
 
 
 
図）CLTの番付をBIMモデルのユニーク IDと紐付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真）発行したQRコードを防水性のあるラベルシールにプリントしそれらをCLT 加工
工場において貼りつけている様子 

 
今回導入したこの仕組みを用いて、CLTを中継ヤードに搬出入する際や建て方を行う際に、
CLT の順番が正しく置かれているかどうかを確認した。通常は図面に書かれた番付で CLT
の配置場所を確認するが、この仕組みを用いれば図面を開くことなく瞬時に CLT の配置場
所を確認することができる。 
  

 
写真）中継ヤードに運び込まれたCLTパネルの積載順をBIMモデルで確認している様子 
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2.2 CLTパネル壁式構造における共同住宅の壁配置効率化と居住スペースの確保 
 本物件は 1 部屋が 24 ㎡～33 ㎡の 1DK を敷地形状に合わせた雁行型のレイアウトとし、
町並みに対して豊かな表情を作り出す計画としている。そのようなプランでは、耐力壁の配
置が偏るため、CLTパネル工法に不向きと捉えられていた。今回は課題を解決するために、
2 枚の CLT パネルを重ねて配置し、1 枚分の壁の長さで倍の壁量を稼げるダブルウォール
工法を採用した。 
 そのことにより CLT パネル工法でも、田の字形以外のプランニングを成立させることが
可能であることが立証された。今後計画される同様の建物や、老健・宿泊施設といった類似
用途においても、間取りの自由度を確保した CLT パネル工法による建築が可能になると考
えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図）平面におけるダブルウォールのレイアウト（オレンジ色） 
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ダブルウォールのせん断金物 
ダブルウォール工法とする場合、従来のコの字型せん断金物を用いるとビス打ちができな
いという問題点があった。今回の建築実証ではそのような課題を解決するために 2 種類の
ダブルウォール金物を用いて、設計及び施工実証を行った。 
 
■せん断金物D-32 を用いた実証 
・せん断金物D-32を建て込み前の壁パネル下部に取り付け。 
・基礎に設けたホールに挿入。 
・ホールとせん断金物 D-32 の隙間は、建て方後にセルフレベリング材を流し込み固定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上段）せん断金物D-32を用いたダブルウォールの部の施工図 
下段写真左）建込み前にせん断金物D-32を取り付けた様子 
下段写真右）基礎に設けたせん断金物D-32を差し込む様子 
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■せん断金物「A-1」を用いた実証 
・銘建工業が独自に開発した、プレート型のダブルウォール用せん断金物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上段）「A-1」プレート型金物の施工図 
下段写真左）建込み前に基礎に取り付けた様子 
下段写真右）ダブルウォール内側のパネルを差し込んだ様子 
 
 計画当初はダブルウォールと基礎を緊結するせん断金物をすべてを「D-32」で試験採用
する予定であった。しかし施工段階において、地中梁の主筋や定着筋と干渉する部位が多数
発生したため、⑩通りのみの試験施工とし、その他の部位は銘建工業が開発した「A-1」を
せん断金物として採用した。せん断金物 D-32 によるダブルウォールの施工を行う際は、
設計の際に予め地中梁の幅に余裕をもたせる措置が必要になるということが、今回の実証
において確認された。 
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2.3 施工 CLTパネルの搬入レポート 
本物件の敷地は以下のような都心特有の難条件が重なる敷地である。 
・横浜都心部の丘陵地 
・住宅密集地域（第 1種住居地域） 
・狭小で異型の敷地（約 237㎡／台形） 
・狭い前面道路（横浜市狭隘道路に指定された道幅 3.8ｍの道路） 

通常の CLT 施工の様に、大型トラックを敷地に横付けして荷降ろしができない場所であっ
たため、事前に入念な搬送及び建て方施工計画を立て実行した。 
 
搬送計画においては、以下のような施策を実行した。 
・敷地から 6kｍほど離れた横浜市保土ヶ谷区にCLTの中継ヤードを確保 
・岡山のCLT工場 → 郡山の加工工場までは 20 t トレーラーで搬送 
・郡山の加工工場から保土ヶ谷の中継ヤードまでは 15 t トラックで搬送 
・保土ヶ谷中継地点 → 横浜市西区の敷地までは 3～4 t トラックでピストン搬送 
 
各トラックの標準寸法は以下の通りである。 
・20ｔトレーラー：2,400w × 11,500L 
・15t トラック   ：2,400w × 9,500L 
・3/4t トラック  ：2,200w × 6,200L 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真）前面道路から建て方時の敷地を見た様子 
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図）今回使用したCLTパネルの移動経路

CLT

CLT
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写真）銘建工業のCLT工場 
   岡山県真庭市 

写真）銘建工業協力先の加工工場 
      福島県郡山市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真）横浜市内の中継ヤード 
   横浜市保土ヶ谷区 

写真）4 t トラックによる敷地への搬入 
      横浜市西区 

 
 建て方の全工程において、計画通りスムーズに搬出入を行うことができた。また中継ヤー
ドと敷地が近かったため、当初予定より数日早く建て方を終えることができた。この結果と
して中継ヤードと敷地の距離が近いほうがよいことが、改めて実証されたと言える。 
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2.4 RC壁式構造とのコスト比較 
今回建物と同規模のRC造のコスト比較を行った。 
  

RC 工事との比較 
3 階建 延床：248.6 ㎡ 

CLT RC 
差額 

(CLT-RC) 

基礎工事 土工事 3,060 3,060 0 
基礎工事 8,090 8,700 -610 
鋼管地盤改良工事 3,025 4,000 -975 
断熱材敷工事 200 200 0 

基礎工事合計 14,375 15,960 -1,585 
上部躯体工事 仮設工事 2,096 2,096 0 

左官工事 538 700 -162 
CLT・RC工事 28,590 18,042 10,548 
建方・揚重工事 900 540 360 
屋根工事 10,005 1,000 9,005 
断熱工事 2,949 1,100 1,849 
外装工事 15,225 6,524 8,701 

上部躯体工事 60,303 3,0002 30,301 
工事合計 74,678 45,962 28,716 

 
上部躯体工事のみだと RC のほうにコストメリットがある結果となっている。これはまだ
CLT が汎用技術として定着していないため、工法や労働者の単価が割高になっていること
に起因している。また CLT パネル工法は、使用する CLT の材積が多いため CLT コストも
比較的高めになる。今後の課題としては、CLT工法における汎用技術の開発と普及、そして
CLTパネル工法における壁量の減量が挙げられる  
 

RC CLT
CLT CLT

CLT
CLT  
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2.5 床遮音性能試験結果 
実験レベルで既に性能確認された床仕様を、実際の建物で検証することを目的として実験
を行った。ただし遮音性能試験は上棟後の躯体に、実際に施工する 2 重遮音床とフローリ
ングを貼ったのみの状態で行っている。 
よって本レポートに添付する試験結果は、躯体完成時の床遮音性能の試験結果資料とする。 
 
1．測定概要 
1) 測定建物 ： 東ヶ丘CLTアパートメント計画 
2) 住    所 ： 神奈川県横浜市西区東ヶ丘45-1 
3) 総合施工 ： 株式会社白井組 
4) 測 定 者 ： 万協株式会社 
5) 測定項目 ： 軽量床衝撃音遮断性能（衝撃源：タッピングマシン） 

重量床衝撃音遮断性能（衝撃源：バングマシン） 
6) 測定住戸 ： 測定居室（音源室・受音室）を表-1に示す。 
7) 測 定 日 ： 2023年2月15日（水） 

表-1 測定居室 
音源室 受音室 

102号室 居室 202号室 居室 
202号室 居室 102号室 居室 

※構造はCLT工法 

2．測定方法 
1) 測定は、JIS A 1418-1 「建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法 第1部：標準軽量
衝撃源による方法」，JIS A 1418-2 「建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法 第2
部：標準重量衝撃源による方法」に準じた。 

2) 測定機器の模式図を図-1に、写真を写-1～3に示す。 
3) 音源室における加振点（S1~S5）及び受音室における受音点（R1~R5）は5箇所とす
る。 
 
3)．受音室のマイクロホンの高さは床上 

R1：1,000mm  R2：1,600mm   
R3：1,200mm  R4：1,400mm 
R5：800mm 

 

 

 

図-1 測定模式図 例(音楽室が上階の場合) 
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4．測定状況 
音源室及び受音室の状況 ： 窓ガラス・巾木・玄関扉未施工 

乾式二重床施工途中(床懐が開口されている状態) 

測定居室の状況を写-4,5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
-4 1    -5 2  

-319-



5．床仕上げ構造断面図
測定居室の床仕上げ構造断面図を図-2に示す。

万協フロアー YPE-S8タイプ， 壁先行工法
壁際部-防振システムネダ

図-2 床仕上げ構造断面図

6．測定結果の表示及び評価
測定結果の評価は、JIS A 1419-2 「建築物及び建築部材の遮音性能の評価方法
第2部：床衝撃音遮断性能」に準じる。
7．測定結果
床衝撃音遮断性能の測定結果を表-2,3に示す。

表-2 軽量床衝撃音レベル測定結果（単位：dB）

音源室 受音室
オクターブバンド中心周波数

等級（L数）125H
z

250H
z

500H
z

1KHz 2KHz

102号室
居室

202号室
居室 71.8 69.5 67.9 63.0 60.3 Li,r,L-70(68)

202号室
居室

102号室
居室 74.6 69.7 64.3 59.7 56.4 Li,r,L-65(64)

表-3 重量床衝撃音レベル測定結果（単位：dB）

音源室 受音室
オクターブバンド中心周波数

等級（L数）
63Hz 125Hz 250Hz 500Hz

102号室
居室

202号室
居室 84.4 72.9 61.3 55.3

Li,Fmax,r,H(1)-
60(61)

202号室
居室

102号室
居室 89.9 81.1 69.0 60.4

Li,Fmax,r,H(1)-
70(68)

※ 測定結果の詳細については添付資料をご確認
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